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件 名 追悼「冨安昌也展 ～慈しみの風景、自然美と人間～」 

豊橋市美術博物館では、平成 25 年 10 月に 94 歳で没した豊橋出身の洋画

家・冨安昌也氏の画業を偲び、初期から絶筆までの油彩画と水彩画あわせて

約 30 点を紹介する追悼「冨安昌也展 ～慈しみの風景、自然美と人間～」を

開催します。 

記 

1.会 期  平成 26 年 4 月 1 日（火）～5月 25 日（日） 〈49 日間〉 

9:00～17:00 月曜日休館（ただし 5/5 は開館） 

2.会 場  豊橋市美術博物館 2階（シンボルコーナー、第 4・5展示室） 

3.観覧料  無料

4．主な展示作品 

「自画像」昭和 14 年、「坐像」昭和 16 年（東京美術学校卒業制作）、「姉」昭

和 26 年（日本水彩展 三宅氏賞）、「神島遠望」昭和 57 年、「春近し（高豊海

岸）」昭和 61 年「ドブロブニクの昼下り」平成元年、「モスタルの道具屋」平

成 3年（日本水彩展 内閣総理大臣賞）、「ナザレの豆売り（ポルトガル）」平

成 7年、「立春の富士（二十曲り峠より）」平成 18 年、「伊良湖岬より志摩の

夕陽をみる」平成 24 年、「薔薇」平成 25 年（絶筆） 

5．主 催  豊橋市美術博物館 



「モスタルの道具屋」平成 3年（日本水彩展 内閣総理大臣賞）


